
モバカルネット機能追加（2019 年 8 月） 

 

2019 年 9 月 4 日 

 

機能追加 

１． 栄養士記録に写真を登録できるようにしました。 

２． 患者情報→サマリーのステータスを「死亡」から他のステータスに変更する際、死亡場所・日

付・コメントのいずれかに入力がある場合は変更できないようにしました。 

３． 患者情報→地図の吹き出しに主治医も表示するようにしました。 

４． 「在宅予定→一覧表示→月間予定表作成」で出力する訪問診療予定表に「患者情報→カレンダ

ー→○○月の予定表メモ」の内容を表示するようにしました。 

５． 記録・文書の条件指定に「確定算定」を追加しました。レセコンで追加した算定が検索できま

す。 

 

日レセクラウド・給管帳クラウド関連 

１． レセプト→管理料コメント→ORCA 送信が利用可能になりました。 

２． レセプト→施設別一覧→ORCA 連携の送信が利用可能になりました。 

３． レセプト→施設別一覧→給管鳥連携が利用可能になりました。 

 

文書関連 

１． 「主治医意見書」に保険者番号と被保険者番号を表示できるようにしました。 

２． 「精神訪問看護指示書」の訪問看護ステーションの表示位置を微調整しました。 

３． 「喀痰吸引指示書」の作成をした際に、「介護職員等喀痰吸引等指示料」算定のカルテを作成で

きるようになりました。 

４． 「ご紹介患者様・経過報告書」に患者 ID を表示するようにしました。 

５． 記録・文書→一括作成から「在宅医療計画書」と「在宅医療計画書（痴呆なし）」を作成する際

に ADL をサマリーと前月のどちらから引用するか選択できるようにしました。 

６． 「診療情報提供書（医療機関）」の文言を修正しました。 

 

軽微な修正 

１． カルテ入力の診療タイプに「外部受診」を追加しました。 

２． カルテ入力の「過去の所見」の履歴移動の際の不具合を修正しました。 

３． 患者情報→サマリーの「増悪時の方針」「急変時の方針」「終末期の方針」に「検討中」の選

択肢を追加しました。 

４． 設定→8-1.物品管理に表示される患者様を現在使用中の患者様のみに変更しました。 

５． 設定→3-2.多職種連携で、編集完了後にもとの一覧画面に戻るようにしました。 

６． Android で Chrome を更新すると地図が開けなくなる問題を修正しました。 



７． 病名に「急性」が含まれる場合、レセコン登録後に二重に「急性」がついてしまう事例があ

るのを修正しました。 

  



１． 栄養士記録に写真を登録できるようになりました。 
１つの栄養士記録につき 3 枚まで登録できます。（各ファイル 5MGまでアップロード可） 

 

 

 

２．患者サマリーのステータスを「死亡」から他のステータスに変更する際、 

死亡場所・日付・コメントのいずれかに入力が残っている場合は 

変更できないようにしました。 

 

 

 

 

 

情報を残したまま死亡以外のステータスに 

変更しようとすると「死亡情報をクリアして

ください」とメッセージが表示され登録 

できません。 



３. 患者情報＞地図の吹き出しに主治医も表示するようにしました。 
 

 

 

 

４． 在宅予定から出力する月間予定表に、患者画面＞カレンダー＞ 

「○月の予定メモ」の内容を表示するようにしました。 

 

（月間予定表↓） 

 

 

患者名の後ろに主治医名が 

表示されます。 

月間予定表 出力方法： 

①在宅予定 

②医師名横の四角アイコンをクリック

③月間予定表 

内容を削除する場合は内容を

DELETE してから「登録」 



５． 記録・文書からの検索条件指定に「確定算定」を追加しました。 

レセコン側で追加した算定が検索できます。 
 

 

 

 

日レセクラウド・給管帳クラウド関連  

日レセクラウドＯＲＣＡ／給管帳に乗り換えた場合でも、下記機能が使用できるように 

なりました。 

 

１． レセプト ＞ 管理料コメント ＞ ORCA 送信  

２． レセプト ＞ 施設別一覧 ＞ ORCA 連携の送信  

３． レセプト ＞ 施設別一覧 ＞ 給管鳥連携 

 

 

 

 

 

 

算定：モバカルから算定した算定項目を検索 

 

確定算定：レセコンから算定した算定項目を検索 

（モバカルとレセコンを連携している場合のみ使用可） 

 

095 で 



文書関連  

１．「主治医意見書」に介護の保険者番号と被保険者番号を表示できるようにしました。  

 

 

（出力時 見本↓） 

 

 

 

２．「精神訪問看護指示書」の訪問看護ステーションの表示位置を微調整しました。  

 

３．「喀痰吸引指示書」の作成をした際に、「介護職員等喀痰吸引等指示料」算定のカルテを 

作成できるようになりました。  

 

 

介護の番号を手入力します。 

（自治体によって要否が異なります。

番号の記載が必要な場合に入力して 

ください。） 

文書作成画面で「登録」ボタンを 

押すと、画面上部にこのメッセージ

が出ます。「ＯＫ」を選ぶとカルテが

自動作成されます。 



４．「ご紹介患者様・経過報告書」に患者 ID を表示するようにしました。  

 

 

 

５．記録・文書＞一括作成から「在宅医療計画書」と「在宅医療計画書（痴呆なし）」を 

作成する際に ADL をサマリーと前月のどちらから引用するか選択できるようにしました。  

 

 

 

６．「診療情報提供書（医療機関）」の文言を修正しました。 

文書作成画面と出力したＰＤＦの項目名に差異があったのを統一しました。 

 

 

患者ＩＤは自動表示されます。 

（文書作成画面にＩＤの入力欄はありません。） 

「前月」を指定した場合は、 

「コピー元の月」に指定した文書の内容を

反映します。 



軽微な修正  

１． カルテ入力の診療タイプに「外部受診」を追加しました。 

 

 

 

２． カルテ入力の「過去の所見」の履歴移動の際の不具合を修正しました。  

 

 

３． 患者情報→サマリーの「増悪時の方針」「急変時の方針」「終末期の方針」に「検討中」の 

選択肢を追加しました。  

 

 

自院の患者が、他院で診察を受けた時の 

記録をする際などにご使用ください。 



４． 設定＞8-1.物品管理に現在使用中の患者様名のみ表示されるように変更しました。  

患者ステータスを「終了」か「死亡」にした場合は、8-1.物品管理の使用中患者に 

表示されなくなりました。 

 

 

 

５． 設定＞3-2.多職種連携で、編集完了後に元の一覧画面に戻るようにしました。  

登録がある施設情報を編集し保存完了した際、従来だと「施設」カテゴリの一覧に戻ってしまいました

が、今回のリリースで編集前に開いていた一覧画面に戻るようになりました。 

 

 

 

６． Android で Chrome を更新すると地図が開けなくなる問題を修正しました。  

 

 

７． 病名に「急性」が含まれる場合、レセコン登録後に二重に「急性」がついてしまう事例が 

あるのを修正しました。 

 


